
施工手順

お問合せ：高速道路部
　　　　　TEL：075-631-8826

縦排水溝に入る・枯葉、・ゴミ、・小動物などを除去します。

イージークリーン
縦排水溝のゴミ除去装置

近  畿 中  国 四  国 九  州 沖  縄
北海道 東  北 関  東 中  部 北  陸取扱地域　

1.支柱蓋撤去 3.プレミックスモルタル投入 4.支柱蓋取付・補強完了
（塗装はUガードキットには含まれていません）

2.U字型補強鉄筋を狭めてブラケット
固定用ボルトを跨ぐように挿入

試験状況

Uガード
「NETIS」登録番号No.KK-130025-A

腐食したガードレール鋼管支柱の補強工法

近  畿 中  国 四  国 九  州 沖  縄
北海道 東  北 関  東 中  部 北  陸取扱地域　

鋼管支柱を取り替えることなく、健全な支柱と同等の強さに甦らせる補強工法です。
Uガードキットを用いてラクラク補強！
鋼製のガードレールは車両衝突時の衝撃緩和や道路外への逸脱や転落の防止などを目的に、広く道路に使用されています。
常に交通の安全を維持していくために、腐食などの劣化が進んで強度が保てなくなったガードレール鋼管支柱は更新が徐々に進められていますが、設置
後数十年たった鋼管支柱は、「コンクリート基礎埋め込み」や「土中打ち込み」を問わず引き抜き作業が容易ではありません。
Uガードは支柱の取替えを行なうことなく、Uガードキットを用いて腐食が進んだ鉄管支柱内部に鉄筋コンクリート構造体を形成し鋼管の補強を行なうも
のです。
鋼管支柱上部にはブラケット固定用ボルトが貫通しており補強鉄筋の配置固定が困難でしたが、Uガードでは2本の補強鉄筋を鉄線で連結してU字型に

整形することにより、簡単に補強鉄筋の配置固定が可能となりました。
またUガードキットにはプレミックスモルタル、樹脂製蓋などがセットされており、鋼製柱の補強を行なう為のすべての材料が含まれています。

Uガードキットは・U字型補強鉄筋3組・混和剤
（液体）1袋・プレミックスモルタル（粉体）1袋、・樹
脂製蓋1個・説明書1枚が入っています。　
U字型補強鉄筋は脚部を狭めて支柱に挿入す

ることによるバネ効果とブラケット固定用ボルトに
支持されることにより支柱内の適正位置に配置
することができます。　
プレミックスモルタル1袋は混和剤1袋と水
2.5ℓを混ぜ合わせると支柱1本分のモルタルに
なります。よく攪拌してから使用してください。

経 済 性
腐食した支柱は抜き取りに手間がかかりますが、Uガード

は腐食は鋼管支柱の内部を鉄筋コンクリートで補強するた
め簡単に施工でき経済的です。

作 業 性
支柱を埋め込んだまま補強を行なうので作業が容易です。
作業に必要なものはUガードキットと支柱蓋撤去用のサン

ダー、練り混ぜ用具などで簡単に施工できます。

性 能
載荷試験の結果から、Uガード補強支柱は健全な鋼製支柱

と同等の強度があることを確認しています。
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φ19㎜、L500㎜(亜鉛メッキ)を鉄線で
U字型に連結したもの3組.

高性能減水剤

水2.5ℓを加えたものが支柱1本分の
モルタルになります.

ポリプロピレン

補強鉄筋

混和剤

プレミックスモルタル

樹脂製蓋

説明書 1枚　　　　

1.U字型補強鉄筋

5. 説明書

3.プレミックスモルタル

4樹脂製蓋2. 混和剤

施工実績
場   所：中国自動車道下り（兵庫県神崎郡福崎町）
施   工：西日本高速道路メンテナンス関西

（株）播磨保全センター福崎事業所
施工日：2011年12月

Ｕガード補強支柱   静載荷実験

支柱の腐食状態を想定して、地表部から50mmを切除した鋼管をUガードで補強し
たものと健全な鋼製支柱を用いて、ジャッキにより水平方向に静的載荷を行い、荷重-
変位特性の比較を行ないました。　

Ｕガード補強支柱 衝撃載荷実験

衝撃荷重を受けた場合の変形状況を把握する為、静的載荷実験と同等の供試体を作
成し、健全な鋼製支柱との比較実験を行ないました。　　
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NEXCO西日本（株）福崎高速道路事務所
管内にてガードレール支柱補強補強工事に
Uガードを採用いただきました。

設置前状況

山陽道　三木SA

設置６ヵ月後　山陽道　三木SA

山陽道　三木SA

名神高速　彦根付近

設置1ヶ月後　名神高速　彦根付近

SA内から見ることが可能です。　通行車両に十分注意願います。

ゴミ堆積場所

U-240

兵庫県三木市　山陽自動車道下り線 三木SA内

油水分離桝
（SAVE） OP-S-LL

イージークリーン横取部

ネットフェンス

イージークリーン分離部

油水分離槽

アダプター

イージークリーンスリット板

イージークリーン横取板

ネットフェンス

油水分離槽
PUL

至姫路 至大阪

設置場所

設置箇所

ネットフェンス

三木SA

道路のり面に設置されている縦排水溝には、設置されている場所によっ
て枯葉やペットボトルなどの「ごみ」が雨水に混入して流れることがあり、こ
の縦排水溝に油水分離槽やグレーチング蓋付の集水枡が接続されている
と、油水分離槽が油を貯めるどころか「ごみ」貯めになったり、集水枡のグ
レーチング蓋を詰まらせ路面冠水を引き起こして交通事故の原因となった
りする危険性があります。
縦排水溝ごみ取り装置（イージークリーン）は、縦排水溝に取り付けるだ

けで自動的に雨水と「ごみ」を分離し、集水枡や油水分離槽には雨水だけ
を流し、分離した「ごみ」は縦排水溝脇に自動的に分離、集積するものです。
《機能》
イージークリーンは「分離部」と「横取り部」から構成されています。この

うち「分離部」は雨水と「ごみ」を分離するため、多数の開口穴を持つスリッ
ト板で構成されており、縦排水溝上の「横取り部」から縦排水溝底に設置し
た場合でも十分な勾配を持つ延長を有しています。

「ごみ」が混入した
雨水が「分離部」に流
れますと、「ごみ」はス
リット板上に残り雨水
は開口穴から下の縦
排水溝に落下して下
流に流れます。分離さ
れた「ごみ」はスリット
板状に残りますが、次
回の降水時に雨水に
混入した「ごみ」、ある
いはより大きな降水に
より「横取り部」方向に
押し出されます。開口
穴を持つスリット板は
この「ごみ」の移動を
防げず、雨水と「ごみ」
の効率的な分離がは
かれる構造となってい
ます。

「横取り部」は、縦排水溝上に固定される平板とその上に垂直に取り付け
られた「横取り板」で構成されており、「横取り板」は水路に対して斜めに
なっています。
「分離部」から押出されてきた「ごみ」は、「横取り板」で縦排水溝脇に排
除、集積されることになります。

《取り付け方法》
イージークリーンは縦排水溝に立て掛けて設置し、「横取り部」をアン

カーにてシールコンクリートに固定するだけの簡単施工です。また縦排水
溝には同じサイズでも現場打ちとプレキャストの使い分けがありますが、
「分離部」の先端につけるアダプター（ちり取り）で対応可能です。
《経済効果》
イージークリーンを設置したことにより、路面冠水による事故確率が低
減される経済効果は算定できませんが、油水分離槽にたまる「ごみ」が減っ
て清掃頻度が下がることの経済比較は可能です。
油水分離槽の清掃は、事故発生時の流失油の清掃処理を除き、油水分

離水槽内に堆積したごみや枯葉が腐食したヘドロなどの汚泥処理と、ペッ
トボトルなどの浮遊物除去の二本立てとなっています。

お問合せ：高速道路部
　　　　　TEL：075-631-8826

油水分離水槽の清掃費比較
種別 単価 30年間の清掃回数

（頻度） 清掃費用（30年）

《対策なし》 492,000円

汚泥処理 80,000円 4回
（5～10年） 300,000円

浮遊物除去 6,400円 30回
（1年） 192,000円

《E.C.取り付け》 192,000円
汚泥処理 80,000円 0回 0円
浮遊物除去 6,400円 0回 0円
排除物除去
（新規） 6,400円 30回

（1年） 192,000円

《節減額》 －300,000円
B／C＝300,000／62,000（直接工事費、材工）＝4.8
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